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【はじめにより】

その土地の歴史や地形、地質を知ると、今まで見ていた風景が違う景色に見える時がある。ちなみに

私自身は古代の風景を妄想しながら歩くことが多い。この本があなたにとっても、そんな地形散歩を

楽しむきっかけになれば幸いである。
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